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１．�本書は、山梨県甲州市塩山熊野字西田 100-1 に所在する西田遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．�発掘調査は店舗建設に伴う土木工事に先立つものであり、事業者である株式会社ワークマンの費用負担により実施

した。

３．�発掘調査と整理報告書作成業務は、株式会社ワークマン、甲州市教育委員会、昭和測量株式会社で三者協定を締結し、

甲州市教育委員会の指導の下、昭和測量株式会社が調査主体となり実施した。

［調査体制］

調 査 担 当� 望月健太・藤巻浩太郎（以上、昭和測量株式会社文化財調査課）

調 査 顧 問� 新津健（昭和測量株式会社文化財調査課　研究顧問）

発掘従事者� 飯沼源治、加藤俊哉、内藤敏夫、中澤保、広瀬ありさ、三木一恵

整理従事者� 齊藤里美、三木一恵

４．�発掘調査は令和４年４月５日から５月 10日まで行った。整理報告書作成業務は令和４年５月 10日から令和４年

９月 30日まで、昭和測量株式会社文化財調査課事務所内で行った。

５．本書に関わる遺構写真は望月健太・藤巻浩太郎が撮影し、遺物写真は望月健太が撮影した。

６．本書の編集は望月健太が行った。執筆分担は以下の通りである。

第１章第１節：入江俊行（甲州市教育委員会生涯学習課　文化財担当）

その他の執筆は望月健太が行った。

７．�発掘調査における基準点測量および空中写真撮影は昭和測量株式会社測量課が行い、基準点測量を深沢洋樹・赤池

直樹が、空中写真撮影を深沢洋樹・吉田奏司がそれぞれ担当した。

８．�発掘調査及び報告書作成にあたり、次の機関および諸氏から御指導と御協力を賜った。深く感謝の意を表する。

日下部警察署塩山分署、コスモ建設株式会社、小林健二（順不同・敬称略）

９．�本書に関わる出土遺物および写真・記録図面類は甲州市教育委員会で保管している。

例　言 



凡　例 

１．�本書では、国土交通省国土地理院発行の電子地形図 1/25,000 を用いた。

２．遺構・遺物の挿図縮尺は、各図に表示した。写真図版の縮尺は任意である。

３．遺構平面図の方位は、各図に表示した。方位記号は方眼北を示している。

４．遺構平面図のＸ・Ｙ座標値は、世界測地系の平面直角座標系第Ⅷ系に基づく値である。単位はメートルである。

５．遺構断面図の数値は、標高（T.P.）を示す。単位はメートルである。

６．土層・遺物観察表中の色調は『新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修）に基づいた。

７．発掘調査では以下の遺構記号を使用した。

竪穴住居：ＳＩ　土坑：ＳＫ　小穴：ＳＰ　性格不明遺構：ＳＸ

８．遺物番号は出土地点にかかわらず連番で付した。本書における挿図・写真図版・遺物分布図・遺物観察表および本

文中の遺物番号はそれぞれ対応している。

９．遺構平面図における一点鎖線は撹乱、破線は推定線である。

10．遺構挿図・遺物挿図で使用したトーンの凡例は以下の通りである。

11．遺物観察表の法量の計測方法の凡例は以下の通りである。

焼土範囲（遺構図） 第３次調査区（遺構図）
赤色塗彩（遺物図） 石断面炭化物範囲（遺構図）

煤（遺物図）
石器磨面
（遺物図）
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第１章　調査の経過
第１節　調査に至る経緯（第１図）

周知の埋蔵文化財包蔵地である西田遺跡内において、店舗の建設が計画され、開発に先立ち令和３年 12

月２日付で文化財保護法第 93条第１項に基づく届出が、事業者より甲州市教育委員会へ提出され、令和３

年 12月 15 日付文化第 3545 号で山梨県知事より、周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事について通

知された。

平成３年に塩山市教育委員会（現・甲州市）が実施した西田遺跡第３次調査により、当該地に埋蔵文化財

が遺存することは既に確認されており、開発により埋蔵文化財が失われる可能性が高い建物外周にあたる側

基礎部分に限り、事業者の負担にて記録保存することとなった。

令和４年１月 26日、「山梨県内の記録保存のための埋蔵文化財調査における民間調査組織の利用に関する

指針」に基づき、事業者より昭和測量株式会社が発掘調査業務を請け負い、令和４年 2月 28 日に事業者、

甲州市教育委員会、昭和測量株式会社で三者協定を締結し、同日付で文化財保護法第 92条第１項に基づく

届出を昭和測量株式会社が提出した。令和４年３月８日付文化第 4645 号で山梨県知事より、埋蔵文化財発

掘調査の実施について通知され、令和４年４月５日から発掘調査に着手し、記録保存を行った。

1：40000 100ⅿ

1：8000 20ⅿ

第１図　本調査区と近隣調査状況
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第２節　発掘作業の経過

発掘調査は令和４年４月５日から５月 10日の期間で実施した。準備工を含めた調査経過は下記の調査日

誌抄録の通りである。

調査日誌抄録

令和４年

�３�月 ４日（金）� 既存建物解体中の現地にて打合せ。発掘調査計画・店舗建設工事計画の情報共有を行う。

�４�月 １日（金）� 調査区の測り出し。周辺の既存基準点の現況、搬入路等の確認のため踏査。

�４�月 ５日（火）� 発掘道具・重機の搬入。ネットフェンスによる仮囲い、倉庫・トイレの仮設施設の設営。

� 重機による表土掘削、人力による包含層掘削を開始。

�４�月 ６日（水）� 包含層掘削終了部より遺構プラン検出作業を開始。

� 土坑状プランや古墳時代前期の高坏脚を確認。

�４�月 ７日（木）� 測量基準点３点を事業地内に仮設。遺構外出土遺物の座標計測・取り上げを開始。

�４�月 ８～12日� 重機による表土掘削、人力による包含層掘削・遺構プラン検出作業。

� 現地表下 120㎝付近で隅丸方形状プラン・円形状プランを複数確認。

�４�月13日（水）� 遺構プラン検出状況を撮影し、遺構の掘削・図化等記録を開始。

�４�月14日（木）� SI1 の記録完了。SI2 の掘削を開始し床面より遺構プランを確認。

�４�月15日（金）� 降雨により現場作業は半日。石和事務所にて現場図面・写真等の整理。

�４�月18日（月）� 排水・復旧作業後、調査区東側の記録を完了。降雨により現場作業は半日。整理を行う。

�４�月19日（火）� 排水・復旧作業後、SI2 の記録を開始。SI3 の掘削を開始し床面より遺構プランを確認。

�４�月20日（水）� 調査区南側の記録を完了。

�４�月21日（木）� SI2 の記録完了。SI3 の記録を開始。SI4・SX2 の掘削・記録を開始。

�４�月22日（金）� 排水・復旧作業後、SI3 の記録完了。

�４�月25日（月）� SI4・SX2 の記録完了し、清掃・環境整備。完掘状況・景観等をドローンにより空中撮影。

� 教育委員会担当者の調査終了確認を受け、15時頃より埋め戻し作業を開始。

�４�月26・27日� 埋め戻し・転圧等の原状復帰作業。

� 徒歩により地形・寺社・石造物等の周辺環境を観察。

�４�月28日（木）� 埋め戻し終了。仮囲いの撤去、重機・トイレ等仮設施設の搬出。現場撤収し原状復帰。

�５�月10日（火）� 沈下等の原状復帰後の最終確認を行い、現場調査を終了。

�５�月13日（金）� 埋蔵物発見届・保管請書、埋蔵文化財保管証を提出。

第３節　整理等作業の経過

整理作業および報告書刊行業務は、令和４年５月 10日から令和４年９月 30日の期間で、山梨県笛吹市

石和町に所在する昭和測量株式会社文化財調査課の事務所内にて実施した。なお、整理作業中は必要に応じ

て甲州市教育委員会と連絡・打合せを行った。

整理作業は出土遺物の水洗・注記の基礎整理から始め、接合・復元ののち報告書掲載遺物を選出した。選

出した遺物は手書きで実測したのち、デジタルトレース・写真撮影等の記録作業を行い、並行して遺物観察

表の作成や、現場で記録した実測図の整理作業を行った。その後、挿図・図版の編集を行い、原稿の執筆、

全体の編集と作業を進め、令和４年９月 30日に発掘調査報告書を刊行した。
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第２章　遺跡の位置と環境
第１節　地理的環境（第２図）

山梨県東部に位置する甲州市は、塩山市・勝沼町・大和村の３市町村が平成 17年（2005）に合併するこ

とで誕生した市で、東は大月市・小菅村・丹波山村、西は山梨市、南は笛吹市、北は埼玉県秩父市にそれぞ

れ接している。西田遺跡の所在する旧塩山市域は、北東側半分が秩父山系の大菩薩嶺西麓にあたる山間地で

ある。南西側半分は大菩薩嶺・柳沢峠に端を発する笛吹川支流の重川によって形成された南西へ緩やかに傾

斜する扇状地によって構成される。人口は「塩山」の地名の由来となった標高 556ⅿの独立低山の塩ノ山（し

おのやま）南側に広がる扇状地に集中する。

西田遺跡は、重川によって形成された扇状地帯のうち、重川右岸扇央部の南北にやや長い微高地上に展開

する古墳時代前期を主とする集落遺跡で、遺跡の標高は 364 ～ 367ⅿを測る。遺跡中央付近に地形の転換

点があり、遺跡北側は平坦地であるが、遺跡南側は甲府盆地側へ向け流下する重川の氾濫原へ向け傾斜して

いる。重川はこの微高地を巡るように流れを変えることから、かつては自然堤防の役目を成していたものと

考えられる。今回の調査区はこの自然堤防の末端に近い傾斜面に所在する。

第２節　歴史的環境（第２図・第１表）

旧石器時代

調査区が所在する旧塩山市域南側では、旧石器時代として周知される埋蔵文化財包蔵地（以下遺跡）は皆

無であり、調査事例もない。

縄文時代

草創期から早期に当たる遺跡はほぼ無く、わずかに有舌尖頭器等の石器類の採集が報告される程度である。

前期以降になると重川を中心として次第に遺跡が展開しはじめ、横位・大木戸遺跡（塩 33）からはイノシ

シの獣面突起を有する縄文前期の諸磯ｂ式のほか、中期中葉の勝坂（新道段階）式も報告されている。特に

中期から後期に属する遺跡が多く、牛奥遺跡（塩２）では中期初頭の五領ヶ台式から中期後半の曽利式、町

田遺跡（塩 16）では五領ヶ台式・勝坂（藤内Ⅱ段階）式・曽利式と中期後半終末の加曽利Ｅ系が報告され

ている。西田遺跡（塩６）でも五領ヶ台式や勝坂（藤内段階）式がわずかに確認されてはいる。縄文時代の

遺跡の分布は主に第２図北東側図外の重川上流山間地に集中する。縄文中期の著名な遺跡として重郎原遺跡

（塩 136：図外）や安道寺遺跡（塩 119：図外）、殿林遺跡（塩 152：図外）の名が挙げられる。殿林遺跡で

は耕作中の市民により大型の曽利式土器の深鉢が発見され、その精緻な文様や欠損がほぼ見られないことな

どから昭和 63年に土器単体でありながら重要文化財に指定されている。しかし、後期になると遺跡の分布

は地域全体で次第に減少していく。

弥生時代

縄文時代終末期から弥生時代の遺跡は、縄文中期の賑わいに比して極めて低調となる。弥生時代の遺跡は

重川流域の河岸段丘上または扇状地帯に点在するも、発掘調査によって遺構が確認されているのは西田遺跡

を含む２遺跡で、西田遺跡では１基の弥生時代後期の住居が確認されている。弥生時代については不明な部

分が多く、再び地域に賑わいが訪れる古墳時代を待つことになる。

古墳時代

古墳時代の遺跡として地域を代表するものが本調査区の所在する西田遺跡である。西田遺跡は方形周溝墓

を伴う古墳時代前期の大集落で、これまでの発掘調査で竪穴住居 65基、方形周溝墓５基が報告されており、

その調査成果は坂井南遺跡（韮崎市）や姥塚遺跡（笛吹市御坂）とともに山梨県における古墳時代前期の集

落内構造を解明するうえで重要な役割を持つ。このほか東田遺跡（塩７）、芦原田遺跡（塩８）、坂之上・后
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畑遺跡（塩 29）、五反田遺跡（塩 30）といった主に古墳時代前期の遺跡が分布する。集落遺跡が分布する

にもかかわらず旧塩山市域では古墳は皆無であり、周辺でも重川を南へ跨いだ旧勝沼町域に穴塚古墳（勝８）、

天神塚古墳（勝 20）が確認できる程度と、甲府盆地を挟んだ南側対岸に位置する中道地域や八代地域の前

期古墳の集中する様相と対照的である。

奈良・平安時代

西田遺跡より北西へ約 300ⅿ地点に鎮座する熊野神社（塩 25内）は、『甲斐国志』によると大同２年（807）

に託宣に従い紀伊国より熊野権現を勧請し創祀（『社記』では再建）し、地名を熊野と改めたといい、保元

２年（1157）には後白河法皇が規矩をとり社殿を建立したとも伝わる。

当地域は、平安時代中期の承平年間（931 － 938）に編纂された『和名類聚抄』に見られる山梨郡 10郷

のうちの「於曽郷」に推定されている。10世紀前半から竪穴住居を伴う遺跡が増加し、平安時代末期から

鎌倉時代前期にかけて特に隆盛を見せる。宇賀屋敷遺跡（塩 47）や於曽屋敷遺跡（塩 50）では竪穴住居や

墨書土器が確認されており、后畑遺跡（塩 29）では 56基にのぼる竪穴住居やカマドの祭祀遺構のほか墨書

土器、灰釉・緑釉陶器の報告がある。ケカチ遺跡（塩 28）では平成 27年から 28年にかけて実施された発

掘調査で、一辺８ⅿに及ぶ大型竪穴住居を含む竪穴住居 49基から成る集落と二条一対の区画溝が確認され

た。この集落で出土した「和歌刻書土器」は焼成前に仮名書きで和歌が刻まれた 10世紀中頃の甲斐型土器で、

漢字から仮名への変遷と中央と地方の関りを解明する貴重な資料である。これらの遺跡が所在する下於曽地

域が「於曽郷」の有力地と考えられる。また、「塩を産出した」「四方を（から）良く見える」「はるかな潮

路からきた」などが名の由来と伝わる塩ノ山は、古来より歌枕として知られている。延喜 5年（905）に奏

上された『古今和歌集』に収められる「志ほの山　差出の磯に　住む千鳥　君が御代をば　八千代とぞなく」

（よみ人しらず）をはじめ「塩ノ山」は多くの歌人に詠まれ、『源有房朝臣集』『後鳥羽院御集』には文治６

年（1185）に詠まれた歌が収められている。

中世

奈良・平安時代より引き続き甲斐国有数の賑わいを見せ、南北朝期には北朝側に属した甲斐国守護武田氏

が拠点し、塩ノ山東麓に甲斐源氏 12代当主の武田信春が館を築いた（塩 217：図外）。また、二重の土塁を

廻らした土豪屋敷である於曽屋敷（塩 210）は、於曽四郎と称した甲斐源氏加賀美遠光四男四郎光経の屋敷

と伝わる。大菩薩峠を抜け東国と結ぶ青梅街道沿いには、依田兵部左衛門屋敷（塩 203）や依田宮内左衛門

屋敷（塩 206）、田辺氏屋敷（塩 207）といった黒川金山衆や甲斐源氏に関連する城館跡が所在する。また、

平安時代初期の創祀と伝わる熊野神社ではあるが、現在では６棟の本殿のうちの文保２年（1318）の鎌倉

期造営とされる２棟と、天文 18年（1549）の室町期再興とされる拝殿の計３棟が重要文化財に指定されて

いる。

近現代

中世より青梅街道沿いに発展してきた旧塩山市域では、明治 36年（1903）の鉄道（現 JR中央線）開通以降、

塩山駅を中心に市街化が進むことになる。周辺は、かつては旧塩山市域の中でも特に農業が盛んな農村地で

あった。昭和中頃までは養蚕に要する桑や、桃・葡萄の二大果樹が多く栽培されていたが、戦後の経済成長

とともに進んだ市街化や商業地化が著しく、車社会となった現代において発生する交通混雑の緩和のため計

画されたバイパス道路工事に先立ち、昭和 52年（1977）に実施された発掘調査で発見されたのが西田遺跡

である。

その後、平成 11年（1999）から自治体を広域化することで財政基盤を強化し、地方分権を推進すること

を目的とした市町村合併、いわゆる「平成の大合併」が政府主導で行われ、平成 17年（2005）に塩山市・

勝沼町・大和村の３市町村が合併することで甲州市が誕生し現在に至る。
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1：25,0000 1,000ⅿ第２図　遺跡の位置と周辺の遺跡分布図
第１表　周辺の遺跡一覧　＊番号は『甲州市遺跡地図』に準じ、「塩」は旧塩山市域、「勝」旧勝沼町域を示す。

山
梨
市 甲

州
市

塩ノ山

勝１

勝２

勝３

勝４
勝５

勝６
勝７

勝８

勝９

勝10

勝11

勝15

勝17

勝18 勝19

勝20

勝21

勝22

勝62

勝62勝67

勝68

勝69
勝70

勝71

勝98

勝100

勝101

塩１
塩２

塩３

塩４

塩５ 塩６

塩７

塩８

塩９

塩10塩11

塩12塩13

塩14
塩15 塩16
塩17

塩18

塩19
塩20

塩21

塩22
塩23 塩24

塩25

塩26

塩27

塩28 塩29
塩30

塩31 塩32

塩33 塩34

塩35

塩36

塩37 塩38 塩39

塩40 塩41

塩42

塩43

塩44
塩45

塩46

塩47 塩48 塩49

塩50

塩51
塩52

塩53

塩54

塩55

塩56

塩57

塩58塩59

塩60

塩61
塩62

塩63

塩64

塩65

塩66

塩67

塩69

塩104

塩105

塩179
塩180

塩181

塩182

塩183

塩185

塩189

塩190

塩197

塩199

塩201

塩202

塩203

塩204

塩205

塩206
塩207

塩208

塩209

塩210

塩211

塩212

塩213

塩214

塩215

塩216

塩219

調査地点

大月市
笛吹市

山梨市

埼玉県秩父市

山梨県

▲
富士山

甲州市

調査地点

丹波山村

小菅村

番号 遺跡名 時代 種別 番号 遺跡名 時代 種別 番号 遺跡名 時代 種別 番号 遺跡名 時代 種別
塩１ 前田遺跡 縄文 散布地 塩33 横位・大木戸遺跡 平安 散布地 塩65 番匠屋遺跡 散布地 勝１ 大塚南遺跡 縄文 散布地
塩２ 牛奥遺跡 縄文 散布地 塩34 池田遺跡 中世 散布地 塩66 上三狐神遺跡 散布地 勝２ 大塚北遺跡 平安 散布地
塩３ 滝ヶ上遺跡 縄文 散布地 塩35 下於曽八反田遺跡 平安 散布地 塩69 向嶽寺大方丈跡 近世 社寺跡 勝３ 松原遺跡 平安 散布地
塩４ 西堀遺跡 平安 散布地 塩36 正泉Ａ遺跡 古墳・平安 散布地 塩104 梅ノ木遺跡 散布地 勝４ 若林遺跡 縄文 散布地
塩５ 住蓮木平遺跡 縄文 散布地 塩37 正泉Ｂ遺跡 散布地 塩105 中村遺跡 縄文 散布地 勝５ 山富士塚 中世・近世 塚
塩６ 西田遺跡 縄文～奈良 集落跡 塩38 桧遺跡 縄文 散布地 塩179 三山塚 塚 勝６ 上野経塚 中世 経塚
塩７ 東田遺跡 縄文～古墳・平安 集落跡 塩39 影井遺跡 縄文・平安 散布地 塩180 切付平塚 塚 勝７ 天神遺跡 縄文 散布地
塩８ 芦原田遺跡 弥生・古墳・平安 散布地 塩40 久保田遺跡 平安 散布地 塩181 髪切塚 中世・近世 塚 勝８ 穴塚古墳 古墳 古墳
塩９ 下整田遺跡 縄文 散布地 塩41 下西畑遺跡 縄文～古墳・平安 散布地 塩182 おせん稲荷塚 塚 勝９ 姥屋敷遺跡 縄文 散布地
塩10 村北遺跡 奈良・平安 散布地 塩42 横堰遺跡 中世 散布地 塩183 おまん稲荷塚 塚 勝10 下立石西遺跡 縄文・弥生 散布地
塩11 向原遺跡 奈良・平安 散布地 塩43 受地遺跡 平安 散布地 塩185 鈴の宮塚 塚 勝11 下立石東遺跡 縄文・弥生 散布地
塩12 扇田Ａ遺跡 縄文 散布地 塩44 林際遺跡 縄文・平安・中世 散布地 塩189 お文殊稲荷塚 塚 勝15 上中居遺跡 縄文・弥生 散布地
塩13 扇田Ｂ遺跡 奈良・平安 散布地 塩45 天神原遺跡 縄文・平安 散布地 塩190 梅ノ木塚 塚 勝17 大門後遺跡 平安 散布地
塩14 扇田Ｃ遺跡 縄文・奈良・平安 散布地 塩46 宮沢遺跡 縄文・古墳・平安 散布地 塩197 西野原煉瓦工場跡 近現代 その他 勝18 坂上遺跡 平安 散布地
塩15 十王前遺跡 平安 散布地 塩47 宇賀屋敷遺跡 奈良・平安・中世 集落跡 塩199 田草川氏屋敷 中世 城館跡 勝19 中村遺跡 縄文 散布地
塩16 町田遺跡 縄文 集落跡 塩48 籏板遺跡 中世 散布地 塩201 西ノ原の堡 中世 城館跡 勝20 天神塚古墳 古墳 古墳
塩17 薬師平遺跡 散布地 塩49 西畑Ａ遺跡 平安・中世 散布地 塩202 深沢氏屋敷 城館跡 勝21 小佐手氏館跡 中世 城館跡
塩18 清水田遺跡 奈良・平安 散布地 塩50 於曽屋敷遺跡 平安・中世 城館跡 塩203 依田兵部左衛門屋敷 中世 城館跡 勝62 大塚経塚 古墳・近世 経塚
塩19 道替遺跡 弥生・古墳 散布地 塩51 神之木遺跡 縄文・古墳・平安 散布地 塩204 中村氏屋敷 城館跡 勝63 塚穴遺跡 縄文 散布地
塩20 知光田遺跡 散布地 塩52 西畑Ｂ遺跡 縄文・中世 散布地 塩205 風間氏屋敷 城館跡 勝67 立正寺旧境内 近世 寺跡
塩21 上塩後境遺跡 散布地 塩53 相ノ田遺跡 縄文・古墳・平安 散布地 塩206 依田宮内左衛門屋敷 中世 城館跡 勝68 休息経塚 経塚
塩22 中道遺跡 平安 散布地 塩54 南畑遺跡 弥生 散布地 塩207 田辺氏屋敷 中世 城館跡 勝69 立正寺跡 近世 寺跡
塩23 熊野前田遺跡 平安 散布地 塩55 菅田天神社遺跡 縄文 散布地 塩208 池田氏屋敷 城館跡 勝70 大聖院跡 近世 寺跡
塩24 熊野八反田遺跡 平安 散布地 塩56 稲荷林遺跡 散布地 塩209 宇賀屋敷 城館跡 勝71 一乗院跡 近世 寺跡
塩25 熊野神社遺跡 弥生・古墳 散布地 塩57 宮之前遺跡 散布地 塩210 於曽屋敷 城館跡 勝98 菱山藤塚 中世・近世 塚
塩26 梶畑Ａ遺跡 古墳～平安 散布地 塩58 清水尻遺跡 縄文・古墳・平安 散布地 塩211 八代氏屋敷 城館跡 勝100 北林
塩27 梶畑Ａ遺跡 古墳～平安 散布地 塩59 千手院前遺跡 縄文 散布地 塩212 保坂氏屋敷 城館跡 勝101 小丸山百番観音
塩28 ケカチ遺跡 古墳・平安 散布地 塩60 秀森前遺跡 散布地 塩213 於曽三郎屋敷 城館跡
塩29 坂之上・后畑遺跡 平安 散布地 塩61 高林遺跡 縄文・中世 散布地 塩214 橋爪氏屋敷 城館跡
塩30 五反田遺跡 古墳 散布地 塩62 塩山前遺跡 縄文 散布地 塩215 古屋清左衛門屋敷 城館跡
塩31 石骨Ａ遺跡 縄文・平安 散布地 塩63 金山遺跡 平安～近世 散布地 塩216 平城 城館跡
塩32 石骨Ｂ遺跡 散布地 塩64 青木沢遺跡 散布地 塩219 古屋氏屋敷 城館跡
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第３章　調査の方法と層序
第１節　調査の方法

事業地内では、平成３年に塩山市教育委員会（現・甲州市）により、店舗建設を起因とする発掘調査（西

田遺跡第３次調査１・２区）が実施されており、既に埋蔵文化財の遺存状況が把握されていることから、本

発掘調査に先がける試掘確認調査は行われていない。この第３次調査の成果から、現地表下約 70㎝で古墳

時代の遺構面に達することが想定された。

今回の調査対象範囲（以下調査区）は、1,025㎡の事業地内に計画された長方形の新築建物建築面積

373.44㎡のうち、建物外周基礎部分および基礎工事に伴う掘削が想定される範囲に限定された。調査区は「ロ」

字状で対象面積は約 185㎡である。このうち北側の一部（約 35㎡）は先述の第３次調査１区と重複する。

調査期間中は、調査区への侵入・転落等の予防のため、ヤードを含めた事業地全体のうち西南北の三方を

ネットフェンスで仮囲いし、コーン・コーンバー、警告灯による視認性向上を図る等の保安対策を講じた。

また、事業地への進入口となる歩道舗装面の保護・防汚のため、車両通行時にはゴムマットによる養生をお

こなった。このほか、表土掘削等の各種工程毎に教育委員会担当者の確認を受け、作業工程の打合せを行った。

重機による表土掘削は、部分的に地山まで掘削することで土層を観察しつつ、平均で厚さ 25㎝程度とな

る包含層の上部 5～ 10㎝まで行った。最終的な表土掘削深度は現地表下 80～ 100㎝までである。なお、想

定された遺構確認面を超える深さの掘削を行っているのは、かつて耕作地であった当該地に対し、第３次調

査後に店舗建設に伴う盛土造成が行われていたためである。重機による掘削土は３t ダンプトラックを用い

ヤード北東部の廃土仮置き場へと場内運搬した。

表土除去が終了した部分より順次、人力で包含層を除去したのち、鋤簾・両刃三角鎌を用い精査し遺構プ

ランの検出を行った。なお、記録済みとされる調査区北端の第３次調査１区重複部においてもプラン検出作

業を行い、新たに遺構プランを確認した。検出した土坑状・小穴状の遺構については、半截し土層の撮影と

実測図作成ののち完掘した。また、竪穴住居状の遺構については、覆土をベルト状に残し、同じく土層の記

録ののち完掘した。調査は、掘削土運搬の利便性から「ロ」字状の調査区の北東側グリッド G－ 5付近より

時計回りに作業を行い、人力による掘削土は、第３次調査１区重複部のうち、新たな遺構プランが確認され

なかった範囲に仮置きし、重機により随時調査区外へ引き上げ、廃土仮置き場へと運搬した。

現場での記録は、遺構の土層断面図については原則手書き実測を行い作成した。平面図についは SOKKIA

社製トータルステーション「CX-105」・Panasonic 社製屋外型ノートパソコン「TOUGHBOOK�CF-19」・

cubic 社製遺構実測支援ソフト「遺構くん」による電子平板測量と、SONY 社製ミラーレス一眼カメラ「α

5100�+�E�20㎜�F2.8�SEL20F28」・高所撮影用ポール・Agisoft 社製画像処理ソフト「PhotoScan�Professionl」

による写真測量を併用し作成した。遺構や調査経過の写真はNikon 社製デジタル一眼レフカメラ「D7100�+�

AF-S�DX�NIKKOR�16-85㎜�F3.5-5.6G�ED�VR」を用い撮影した。また、DJI 社製無人航空機「Phantom�4�Pro」

により全体完掘状況および立地環境・景観を撮影した。

整理・報告書作成では、出土遺物の水洗、注記、接合、復元と進め、遺物の実測はすべて手描きで行っ

た。遺物の写真はNikon 社製デジタル一眼レフカメラ「D7500�+�AF-S�NIKKOR�28-300㎜�F3.5-5.6G�ED�VR」

を用い撮影した。また、デジタルトレース、写真補正、挿図・図版作成には adobe 社製「illustratorCC」

「PhotoshopCC」を、報告書執筆編集には adobe 社製「InDesignCC」をそれぞれ用いた。
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第２節　基本層序（第３・４図）

周辺の土地傾向として、地域全体が調査区より南へ約 400ⅿ地点を甲府盆地側へ流下する重川に向け傾斜

している。事業地内における最大高低差は北西隅（標高 365.59ⅿ）と南東隅（標高 364.47ⅿ）で、水平距

離 50.53ⅿ、高低差 1.12ⅿを測る（勾配 2.21％）。

前節で述べたように、平成３年の第３次調査前後に事業地全体で 20～ 50㎝程度の盛土造成が行われてお

り、Ⅰ・Ⅱ層がこれに該当する。Ⅰ層は第３次調査直後に行われた造成に伴う盛土および砕石、直近の建物

解体・工作物撤去に伴う撹乱である。Ⅱ層は第３次調査以前に行われた造成に伴う層で、針金・コンクリー

ト片が散見される客土を強固に転圧しており、青黒く変色し油分が見られることなどからも、旧来の耕作地

を造成して利用していたことがわかる。

Ⅲ層は耕作土層である。厚さ 20～ 45㎝程度のにぶい褐色をしたシルト質粘土の堆積で、層上部ではブド

ウと推定される植物根が、層下部ではクワと推定される植物根が各所に見られ、締りは不均等で斑がある。

Ⅳ層は自然堆積層である。灰褐色のシルト質粘土を主体とする堆積であるが、層下部ではにぶい黄橙色の

シルト質粘土が斑に混ざり込む。このⅣ層に遺物や炭化物・焼土は皆無である。

Ⅴ層は遺物包含層である。古墳時代前期の遺物、微量の炭化物・白色極粗粒砂含む黒味の強い極暗赤褐色

のシルト質粘土が調査区全域で堆積（Ⅴ a層）するが、大型の撹乱に接するグリッドＢ－ 10・11 付近での

み黒褐色（Ⅴ b層）を見せる。なお、白色極粗粒砂は調査区南側に行くほど増加する傾向が見られる。

Ⅵ層は地山である。白色極粗粒砂を含むにぶい黄褐色のシルト質粘土の堆積で良く締まっている。遺構確

認面は上記の包含層を除去した先の地山上面である。調査区内（遺構確認面）における最大高低差は北西隅（標

高 363.81ⅿ）と南東隅（標高 363.48ⅿ）で、水平距離 31.05ⅿ、高低差 33㎝を測り（勾配 1.09％）、現地

表面に比して傾斜は緩やかである。また、事業地東辺に接しながら南流する小河川は、現在小規模な谷地形

を見せるが、調査区内から東へ落ち込む傾斜が認められないことから、遺跡の埋没以降に人工的に開削され

た用水路であると考えられる。
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第４章　調査の成果
調査では、遺構として竪穴住居５基、性格不明遺構１基、土坑 22基、小穴９基を検出した。各遺構名は

プラン検出段階で付したものであり、報告書でも当初の遺構名を踏襲しているが、現場調査・整理の過程で

性格が新たに判明したものについては、遺構名に関わらず対応する各節に振り分け記述する。

遺物は土師器を主体とし、石製品１点とわずかながら縄文土器も出土している。出土遺物量はプラスチッ

クコンテナ（386�㎜× 590�㎜× 207�㎜）にして２箱分に相当し、総重量は約 10.6㎏である。

第１節　竪穴住居

検出した竪穴住居はＳＩ１～４、ＳＸ２の５基である。ＳＸ２は遺構プラン検出の段階では直上の撹乱の

影響や重複関係によりプラン形状が不定形で性格判定が不可能であったことから「ＳＸ：性格不明」と付し

たが、調査の過程で竪穴住居と判明したため本節に記述する。遺物の年代・分類は『山梨県史　資料編２　

原始・古代２（第２章　山梨県の考古学編年）』（県史編年）を基準にしている。

ＳＩ１（第７・15図、図版３・９）

［位置・重複］グリッドＢ－ 10。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状はＮ－ 21 －゚Ｅを主軸とする方形が想定され、主軸 1.12ⅿ以上、交差軸 2.02ⅿ以

上を測るが規模は不明。断面形状は皿形が想定され、深さ 21㎝を測る。

［検出状況・埋土］検出はⅤ b層直下のⅥ層上面である。外周西壁調査区外へ延伸するとともに、大部分

が著しい撹乱により消失するため、確認は全体規模の 10％に満たない。床はやや硬化するため、たたき

締められていると考えられる。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を少量含む暗褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物］台付甕（報告番号１）、高坏（２）を図示したほか、土師器小片が出土した。１はＳ字状口縁

台付甕（以下Ｓ字甕）で、口縁端部および肩部が出土しておらずキザミや横走るハケ目の有無は確認でき

ないが、口縁がやや外開きとなるためＤ類である可能性がある。２は高坏の坏部で内面はハケ調整後ミガ

キが施されている。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半、４世紀後葉から５世紀前葉と推定している。

ＳＩ２（第８・15図、図版３・９）

［位置・重複］グリッド B－６～８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状はＮ－ 24 －゚Ｗを主軸とする隅丸方形で、主軸 4.81ⅿを測り、交差軸は 2.34ⅿ以上。

断面形状は皿形で、床面までは深さ 28㎝、掘方最深部は 41㎝を測る。また、北側に舌状の突出部を有する。

［検出状況・埋土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。外周西壁・内周東壁調査区外に延伸するため、

確認は全体規模の 40％程度である。床は粗粒砂を混ぜた粘質土を強固にたたき締めた貼床状で、床面か

らは土坑２基と小穴１基を検出した。土層観察の結果、住居北側の舌状突出部は切り合い関係のある別遺

構ではなく、住居付属施設と考えられるが性格は不明。埋土は、床面より上層は炭化物・焼土を含む暗褐

色シルト質粘土を主体とし、加えて炉の付近は白色極粗粒砂を含む。貼床直下の掘方埋土は、黒褐色粘土

を主体とし、地山と同質のにぶい黄褐色シルト質粘土が斑ないしブロック状で多量に混じる。

［出土遺物］台付甕（３～７、11）、壺（８・９、12）、鉢（10）を図示したほか、土師器小片が出土した。

なお、11・12 は炉（土坑ＳＩ２_ＳＫ１）よりの出土である。３・11はＳ字甕Ｂ類で肩部に横走りする

ハケ目が施される。４の台付甕は内外で合計３種のハケ調整が認められる。９の底部はミガキのように滑

らかなヘラケズリである。12は折り返し口縁壺である。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半、４世紀中葉である。

ＳＩ３（第９・10・15・16図、図版３・9・10）

［位置・重複］グリッドＢ・Ｃ－１～３、Ｄ－２・３。ＳＸ２に後続する。
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［形状・規模］平面形状はＮ－ 29 －゚Ｗを主軸とする隅丸方形で、主軸 4.29ⅿ、交差軸 4.27ⅿを測る。断

面形状は概ね皿形で、住居内周溝に当たる両端のみが舟形に一段窪む。床面までは深さ 19㎝、周溝底ま

では 27㎝を測る。

［検出状況・埋土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。住居隅の一部が外周西壁調査区外に延伸するが、

遺構のほぼ全容を確認した。床は粗粒砂を混ぜた粘質土を強固にたたき締めた貼床状で、床面から土坑３

基を検出したが、柱穴となり得る小穴は確認できない。また、住居内は周溝が「ロ」字状に巡る。埋土は、

床上は黒褐色シルト質粘土を主体とするが、周溝内は灰黄褐色粘土が主体である。埋没状況として、まず

住居内周溝の低地（南東）側より埋没し、一時的に床面とフラットになった様子が土層断面より観察できる。

［出土遺物］台付甕（13～ 17）、壺（18・19）、器台（20）、高坏（21）を図示したほか、土師器小片が

出土した。なお、21は貯蔵穴（ＳＩ 3_ ＳＫ１）よりの出土である。13・14 はＳ字甕だが、肩部は未出

土のため分類不明。15・16の台付甕は内外で合計３種のハケ調整が認められる。18の壺の外面はハケ調

整後にミガキが施される。20の器台口縁部には積み痕が認められる。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半、４世紀後葉から５世紀前葉である。

ＳＩ４＝第３次調査１区 “１号住居址 ” 延伸部（第 11・16図、図版４・10）

［位置・重複］グリッドＥ－２・３、Ｆ・Ｇ－２～４。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状はＮ－ 32 －゚Ｗを主軸とする隅丸長方形で、主軸 5.01ⅿ、交差軸 4.59ⅿを測る。

断面形状は概ね皿形で、床面までは深さ 22㎝を測る。また、北側に舌状の突出部を有する。

［検出状況・埋土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。住居隅のごく一部が内周南壁調査区外に延伸す

るが、検出は第３次調査記録部分と合わせ全体規模の 98％程度で、遺構のほぼ全容を確認したことになる。

床は粗粒砂を混ぜた粘質土を強固にたたき締めた貼床状で、床面から第３次調査検出遺構の延伸部を含め

土坑６基を検出したが、柱穴となり得る小穴は確認できない。また、南西コーナーを中心とする「Ｌ」字

状の周溝を有する。埋土は焼土・炭化物を含む暗褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物］台付甕（22・23）、壺（24）、高坏（25）、手捏ね土器（26）の土師器に合わせ、縄文土器（27）

を図示したほか、土師器小片が出土した。22は脚台部で、一部黒色化が認められる。23は口縁部で輪積

み痕が認められる。24は目の細かい横ハケ調整が口縁外周に沿って長く引かれ、また、胎土密度が高く

見かけより重量感がある。25は脚台部で外面にミガキが施される。26は高台をもつ埦形である。27は

地文単節縄文の深鉢で、縄文時代中期中葉に属する。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半、４世紀中葉と推定している。

ＳＸ２（第９・10・17図、図版４・10・11）

［位置・重複］グリッドＢ・C－１・２。ＳＩ３に先行する。

［形状・規模］平面形状はＮ－ 33 －゚Ｗを主軸とする隅丸方形が想定され、主軸 1.81ⅿ以上、交差軸 2.73

ⅿ以上を測るが規模は不明。断面形状は皿形が想定され、深さ 53㎝を測る。

［検出状況・埋土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。大部分は外周西・北壁調査区外に延伸するため、

確認は全体の 20％程度である。床はやや硬化するため、人為的にたたき締められていると考えられる。

床面から貯蔵穴と想定される土坑３基を検出した。埋土は黒褐色シルト質粘土を主体とし、僅かに焼土・

炭化物を含む。

［出土遺物］台付甕（30～ 36）、壺（37・38）、高坏（39・40）、石器（41）を図示したほか、土師器小

片が出土した。このうち 37・39・41 は貯蔵穴（ＳＸ 2_ ＳＫ 2）よりの出土である。30はＳ字甕の口縁

部である。31・32は台付甕で、31は内外面にナデ調整が、32は内外面で合計３種のハケ調整が認められる。

36は台付甕の脚台部で折り返しが認められる。37の外面は２種のハケ調整後に頸部以下にミガキが施さ

れ、内面には輪積み痕、指押し・ヘラナデ調整が見られる。41は砥石で、磨り面は円形に磨耗しているが、

砥ぎ動作は主に砥石長軸方向である。
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［時期］検出層位やＳＩ３との重複関係、出土遺物より古墳時代前期後半、４世紀中葉から後葉と推定し

ている。

第２節　土坑・小穴

検出した土坑は 22 基である。遺構名として付したＳＫ１～ 24 のうち、ＳＫ 20・22 は調査の過程で遺

構と認められないことが判明したため欠番とした。また、検出した小穴はＳＰ１～９の９基である。これら

の遺構は調査区北西に集中する傾向にあり、中には掘立柱建物を構成すると考えられる柱穴も含まれる。し

かしながら、土坑・小穴が集中するエリアは、「ロ」字状の調査区の特に狭小な掘削幅が２ⅿに満たない１

辺に位置することもあり、遺構間の位置関係を平面的に捉えるまでには至らなかった。

ＳＫ１（第 12図、図版４）

［位置・重複］グリッドＧ－９。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸53㎝を測り、短軸は41㎝以上。断面形状は一部が窪むが概ね皿形で、

深さ９㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。一部は外周東壁調査区外に延伸するが、検出規

模は全体の 90％程度である。埋土は黒褐色シルト質粘土が主体で、炭化物・白色極粗粒砂を含む。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ２（第 12図、図版４）

［位置・重複］グリッド G－８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 76㎝、短軸 55㎝を測る。断面形状は片側にテラスを有する

逆台形で、主体部は深さ 29㎝、テラス部は深さ６㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ３と隣接する。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を

含む黒褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ３（第 12・18図、図版４・11）

［位置・重複］グリッドＧ－８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 84㎝、短軸 69㎝を測る。断面形状は逆台形で、深さ 39㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ２と隣接する。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を

含む黒褐色シルト質粘土を主体とし、上層ににぶい黄橙色シルトがブロック状に混じる。

［出土遺物］図示した台付甕（42）のみである。42は内外面で合計３種のハケ調整が認められ、口縁部に

は櫛状工具ないし貝殻による刻みが施される。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半、４世紀中葉から５世紀前葉である。

ＳＫ４（第 12図、図版５）

［位置・重複］グリッドＧ－８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 61㎝、短軸 49㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ 14㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を含む黒褐色シル

ト質粘土を主体とし、にぶい黄橙色シルトがブロック状に混じる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ５（第 12図、図版５）

［位置・重複］グリッドＧ－７。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 53㎝、短軸 31㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ 10㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を含む暗褐色シル
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ト質粘土を主体とする。

［出土遺物］土師器小片１点が出土したが、図示し得るものではない。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半と考えられる。

ＳＫ６（第 12図、図版５）

［位置・重複］グリッドＧ－４。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 42㎝、短軸 36㎝を測る。断面形状は皿形で深さ９㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は白色極粗粒砂を含む暗褐色シルト質粘土

を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ７（第７図、図版５）

［位置・重複］グリッドＢ－８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は卵形で長軸 49㎝、短軸 42㎝を測る。断面形状は舟形で、深さ 9㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ８・10と隣接する。埋土は暗褐色シルト質粘土

が主体で、褐色シルトが斑に混じる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ８（第７図、図版５）

［位置・重複］グリッドＢ－８・９。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は円形で長軸 48㎝、短軸 47㎝を測る。断面形状は擂鉢形で深さ 24㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ７と隣接する。埋土上層は炭化物を含む黒褐色

シルト質粘土、下層は暗褐色シルト質粘土が主体となる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ９（第７図、図版５）

［位置・重複］グリッドＢ－８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 90㎝、短軸 58㎝を測る。断面形状は不整形で片側にテラス

を有し、主体部は深さ 22㎝、テラス部は深さ 12㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土上層は暗褐色シルト質粘土、下層は炭化物

を含む黒褐色シルト質粘土が主体となる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 10（第７図、図版５）

［位置・重複］グリッドＢ－８。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 41㎝、短軸 28㎝を測る。断面形状はＶ字形で深さ 34㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ７と隣接する。埋土は炭化物を含む黒褐色シル

ト質粘土を主体とし、暗褐色シルト粘土が斑に混じる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 11（第７図、図版５）

［位置・重複］グリッドＢ－９・10。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形が想定され、長軸 46㎝以上、短軸 34㎝以上。断面形状は椀形で、深さ

19㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤ b層直下のⅥ層上面である。一部は内周東壁調査区外に延伸する。埋土は暗

褐色シルト質粘土が主体で、底付近にはにぶい黄褐色シルト質粘土が見られる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。
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ＳＫ 12（第 12図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－５。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は円形で長軸 39㎝、短軸 36㎝を測る。断面形状は擂鉢形で、深さ 28㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ 13と隣接する。埋土は黒褐色シルト質粘土を主

体とし、平面・断面形状や土層断面から観察した埋土堆積状況から、掘立柱建物等の柱穴と考えられる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 13（第 12図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－５。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 40㎝、短軸 34㎝を測る。断面形状は皿形で深さ 11㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ 12・14と隣接し、ＳＩ２舌状突出部と密接する。

埋土は炭化物を含む黒褐色シルト質粘土を主体とし、底付近には暗褐色シルト質粘土が見られる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 14（第 12図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－５・６。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 71㎝、短軸 53㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ 24㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ 13と隣接し、ＳＩ２舌状突出部と密接する。一

部は内周東壁調査区外に延伸する。埋土は暗褐色シルト質粘土を主体とし、上層部に炭化物を含む黒褐色

シルト質粘土が見られる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 15（第 13図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－５。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 55㎝、短軸 48㎝を測る。断面形状は漏斗形で、深さ 20㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ 16と隣接する。埋土は黒褐色シルト質粘土を主

体とする。

［出土遺物］土師器小片３点が出土したが、図示し得るものはない。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半と考えられる。

ＳＫ 16（第 13図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－５。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 62㎝、短軸 51㎝を測る。断面形状は擂鉢形で深さ 19㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ 15と隣接する。埋土は炭化物を含む黒褐色シル

ト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 17（第 13図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－３・４。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 70㎝、短軸 53㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ８㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＰ４に隣接する。埋土は炭化物を含む暗褐色シル

ト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 18（第 13図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－３。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形が想定され、長軸 34㎝以上、短軸 35㎝を測る。断面形状は逆台形で、

深さ 28㎝を測る。
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［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。一部は外周西壁調査区外に延伸する。埋土は炭

化物を含む黒褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 19（第 13図、図版６）

［位置・重複］グリッドＢ－４。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整形で長軸89㎝以上、短軸55㎝を測る。断面形状は擂鉢形で、深さ23㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。一部は外周西壁調査区外に延伸する。埋土は黒

褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 20（欠番）

ＳＫ 21（第 13・18図、図版７・11）

［位置・重複］グリッドＢ－４・５。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 93㎝以上、短軸 82㎝を測る。断面形状はＵ字形で片側にテ

ラスを有し、主体部は深さ 52㎝、テラス部は深さ 17㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。一部は外周西壁調査区外に延伸する。埋土は炭

化物を含む黒褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物］甕（43）、高坏（44）、を図示したほか、土師器小片が出土した。43は口縁部である。44は

透孔を有する脚台部で、外面にミガキと赤色塗彩が施される。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半である。

ＳＫ 22（欠番）

ＳＫ 23（第 13図、図版７）

［位置・重複］グリッドＤ－２。ＳＸ１に後続する。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形で長軸 54㎝、短軸 48㎝を測る。断面形状はＵ字形で深さ 56㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。第３次調査１区重複部より新たに検出した遺構で、

遺構上部は第３次調査の際に削平されている。埋土は黒褐色シルト質粘土を主体とするが、一部に非常に

固く締まる粘土層が見られる。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＫ 24（第 13・18図、図版７・11）

［位置・重複］グリッドＤ－ 12。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は円形に近い不整形で長軸 50㎝、短軸 49㎝を測る。断面形状は皿形で深さ 24㎝

を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は焼土を含む暗褐色シルト質粘土を主体と

する。

［出土遺物］壺（45）を図示したほか、土師器小片４点が出土した。45は口縁部で内面に布目が見られ、

外面にはミガキが施される。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半と考えられる。

ＳＰ１（第 14図、図版７）

［位置・重複］グリッドＧ－７。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は円形で長軸 26㎝、短軸 24㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ６㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を含む黒褐色質粘

土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。
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ＳＰ２（第 14図、図版７）

［位置・重複］グリッドＧ－６・７。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 36㎝、短軸 28㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ９㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は白色極粗粒砂を含む黒褐色シルト質粘土

を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＰ３（第 14図、図版７）

［位置・重複］グリッドＧ－５。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は円形で長軸 29㎝、短軸 25㎝を測る。断面形状は擂鉢形で、深さ 18㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は炭化物・白色極粗粒砂を含む黒褐色シル

ト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＰ４（第 13図、図版７）

［位置・重複］グリッドＢ－４。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 22㎝、短軸 19㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ８㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面で、ＳＫ 17と隣接する。埋土は暗褐色シルト質粘土を主

体とし、にぶい黄橙色シルトがブロック状に混じる

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＰ５（第 14図、図版７）

［位置・重複］グリッドＢ－３。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 31㎝、短軸 24㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ 10㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は炭化物・焼土を含む黒褐色シルト質粘土

を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＰ６（第 14図、図版８）

［位置・重複］グリッドＤ－２。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は楕円形で長軸 41㎝、短軸 22㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ 15㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。第３次調査１区重複部より新たに検出した。埋

土は炭化物を含む黒褐色粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＰ７（第 14図、図版８）

［位置・重複］グリッドＥ－１。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整円形で長軸 27㎝、短軸 24㎝を測る。断面形状は皿形で、深さ８㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。第３次調査１区重複部より新たに検出した。埋

土は炭化物を含む黒褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

ＳＰ８（第 14図、図版８）

［位置・重複］グリッドＤ－ 12。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は円形で長軸 21㎝、短軸 20㎝を測る。断面形状はＵ字形で、深さ 18㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。埋土は褐灰色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。
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ＳＰ９（第 14図、図版８）

［位置・重複］グリッドＤ－ 13。重複する遺構はない。

［形状・規模］平面形状は不整楕円形が想定され、長軸 30㎝以上、短軸 21㎝以上。断面形状はＶ字形で、

深さ 23㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。一部は外周南壁調査区外に延伸する。埋土は暗

褐色シルト質粘土を主体とする。

［出土遺物・時期］遺物は出土していないが、検出層位より古墳時代前期後半と考えたい。

第３節　性格不明遺構

第３次調査１区の当該地点付近に長方形をしたサブトレンチ状の掘削痕が認められたことから、当時にお

いても何らかの掘り込みが存在することは認識していた様であるが、遺構として報告はされていない。

ＳＸ１（第 9・10・16図、図版８・10）

［位置・重複］グリッドＤ－１・２。ＳＫ 23に先行する。

［形状・規模］平面形状は不明だがＮ－ 30 －゚Ｗを主軸とする遺構の一部と想定され、主軸 1.51ⅿ以上、

最大幅 0.48ⅿ以上を測る。断面形状は皿形が想定され、深さ 12㎝を測る。

［検出状況・覆土］検出はⅤａ層直下のⅥ層上面である。外周北壁調査区外に延伸するとともに、大部分

が第３次調査１区に削平される。埋土は黒褐色シルト質粘土が主体で、炭化物・焼土を含む。また、遺構

底部はやや硬化を見せ、人為的にたたき締められている可能性がある。

［出土遺物］高坏（28）、手捏ね土器（29）を図示したほか、壺体部と土師器小片６点が出土した。28は

坏部で外面にミガキが施される。29は埦もしくは鉢形である。

［時期］検出層位や出土遺物より古墳時代前期後半である。

第４節　遺構外出土遺物

遺物包含層をはじめ、第３次調査１区や撹乱の埋土を含む調査区内から出土した遺構に伴わない遺物の量

は、重量にして約 1.8㎏で、大半を接合不可能な１～ 4㎝程度の細・小片が占める。その 99％は古墳時代前

期の土師器であるが、縄文土器が５点出土している。これらのち 10点（46 ～ 55）を遺構外出土遺物とし

て図示した。

土師器

土師器は 46 ～ 52 の７点である。46 は折り返し口縁壺で、４世紀中葉か。47 は有段口縁壺で、口縁部

外面には櫛状工具ないし貝殻による刻みが施される。48は壺で、内面はハケ後ナデ調整が、外面はミガキ

が施される。49は高坏の坏部で、内外面は回転運動を伴うヘラケズリによって調整される。50～ 52 は高

坏の脚台部で、50は透孔を有するとともに外面にミガキと赤色塗彩が施される。52の外面はハケ調整後に

ミガキと赤色塗彩が施される。

縄文土器

縄文土器は53～55の３点である。53は中期中葉の勝坂（藤内Ⅰ段階）式で、条線文を地文とし、横位の沈線・

波状沈線が施される。54・55は中期初頭の五領ヶ台式で、54は沈線による三角区画線が施される五領ヶ台

Ⅰ式である。55は条線文を地文とする。
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第５図　全体図（１）遺構配置
※『塩山市史  史料編  第一巻 』掲載平面図より、１区重複部はトレース、２区は転載
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第６図　全体図（２）地形および遺物出土地点

第３次調査１区重複部

第３次調査２区（推定位置）
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1：300 1ⅿ

(SK7～11)
0 1:50 2ⅿ

（平面配置図、SI1壁面断面図）

第７図　SI1、SK7～11

SI1( 外周西壁 )

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　

　 炭化物・白色極粗粒砂少量、　褐色（10YR4/6）ブロック微量を含む　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　白色極粗粒砂少量を含む　良く締まる

3　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　炭化物少量･白色極粗粒砂微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

SK7

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) シルト質粘土が斑に混じる　良く締まる

SK8

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物微量を含み、にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

SK9

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 白色極粗粒砂微量を含み、

　 褐色 (10YR4/4) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含み、

　 暗褐色 (10YR3/3) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SK10

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物微量を含み、暗褐色 (10YR3/3) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

2　褐色 (10YR4/4) シルト質粘土

　 暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

撹乱

SK11

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 にぶい黄褐色 (10YR5/4) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

3　にぶい黄褐色 (10YR5/4) シルト質粘土

　 暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる
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0 1:50 2ⅿ

（平面配置図、SI2舌状突出部・ベルト・壁面断面図）

1：300 1ⅿ

(SI2_SK1・2、SI2_SP1断面図)

第８図　SI2

Ⅴa層

Ⅳ層
Ⅳ層Ⅳ層

撹乱 遺物

遺物
遺物

遺物

撹乱
撹乱 撹乱

Ⅴa層

Ⅵ層

SI2 東西ベルト

1　暗褐色 (10YR3/3) 粘土　焼土･白色極粗粒砂多量を含む　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 炭化物少量･焼土微量を含み、にぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土がブロック状に混じる

　 良く締まる

3　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物多量･焼土微量を含み、にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘土が斑に混じる　良く締まる

4　黒褐色 (10YR2/2) 粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　非常に良く締まり硬化する　[ 住居貼床 ]

5　灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土　黒褐色 (10YR2/3) 粘土･褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

6　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　にぶい黄褐色 (10YR5/3) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SI2 舌状突出部

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物微量･焼土極微量を含み、にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　焼土･炭化物微量を含む　良く締まる

3　にぶい黄橙色 (10YR6/4) 粘土　

　 黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土がブロック状に混じる　良く締まる　

4　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物多量･焼土極微量を含み、にぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

5　にぶい黄橙色 (10YR6/3) 粘土　良く締まる

SI2( 外周西壁 )

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　炭化物少量･焼土微量を含みにぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　炭化物少量･焼土微量を含みにぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

3　暗褐色 (10YR3/3) 粘土　焼土･白色極粗粒砂多量を含む　良く締まる

4　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　焼土･炭化物少量を含む　良く締まる

5　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　焼土微量を含む　良く締まる

6　灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土　黒褐色 (10YR3/3) 粘土･褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

7　黒褐色 (10YR3/1) シルト質粘土　焼土微量･炭化物極微量を含む　良く締まる

8　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土　炭化物極微量を含む　良く締まる

9　黒褐色 (10YR3/1) 粘土　にぶい黄橙色 (10YR6/4) シルト質粘土がブロック状に混じる　良く締まる　[ 柱穴か ]

10　黒褐色 (10YR2/2) 粘土　褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　非常に良く締まり硬化する　[ 住居貼床 ]

11　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土　炭化物極微量を含みにぶい黄橙色 (10YR6/4) シルト質粘土が斑に混じる　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　良く締まる　[ 床下　※住居掘方 ]

12　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土　炭化物極微量を含む　良く締まる　[ 床下　※住居掘方 ]

13　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　炭化物多量･焼土微量を含みにぶい黄褐色 (10YR4/3) 粘土が斑に混じる　良く締まる

14　極暗褐色 (7.5YR2/3) シルト質粘土　焼土少量･炭化物極微量を含み黒褐色 (10YR2/2) 粘土が斑に混じる

SI2_SK1( 炉 )

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　  焼土･炭化物多量を含む　良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/2) 粘土　良く締まる

3　黒褐色 (10YR2/2) 粘土　良く締まる

　  炭化物少量･焼土粒微量を含み、

　 明黄褐色 (10YR6/6) 粘土がブロック状に混じる

　 良く締まる

SI2_SK2

1　暗褐色 (10YR3/3) 粘土

　  炭化物微量･焼土極微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR6/4) シルト質粘土が

　 ブロック状に混じる　良く締まる

SI2_SP1( 柱穴 )

1　暗褐色 (10YR3/3) 粘土

　 焼土･炭化物極微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR6/4) シルト質粘土が

　 ブロック状に混じる　良く締まる
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－ 21－

0 1:50 2ⅿ

（平面配置図、SI3ベルト断面図）

1：300 1ⅿ

(SI3_SK1・2・3断面図、エレベーション図)

第９図　SI3、SX1・2（１）

SI3_SK1

1　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土･

　 黒色 (10YR2/1) 粘土が斑に混じる　良く締まる

SI3_SK2

1　黒褐色 (10YR3/1) 粘土

　 炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルト質粘土が

　 ブロック状に混じる　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

3　暗褐色 (10YR3/3) 粘土

　 炭化物微量を含む　良く締まる

4　黒褐色（10YR3/1）シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる

　 良く締まる

5　暗褐色 (10YR3/3) 粘土

　 炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が

　 斑に混じる　良く締まる

南北ベルト

東
西

ベ
ル

ト
SI3 東西ベルト

1　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土微量を含む　良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土少量･炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

3　黒褐色 (10YR3/1) シルト質粘土

　 焼土少量･炭化物極微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる

　 良く締まる

4　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物少量を含む　良く締まる

5　黒褐色 (10YR3/1) 粘土

　 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土が斑に混じる　良く締まる　[ 住居内周溝 ]

6　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物極微量を含む　良く締まる

7　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物極微量を含み、黒色 (10YR2/1) 粘土が斑に混じる　良く締まる

8　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土少量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土･黒色 (10YR2/1) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

9　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 焼土微量を含み、褐灰色 (10YR5/1) 粘土が斑に混じる　良く締まる

10　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物微量を含む　良く締まる

11　灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR6/2) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる　[ 住居内周溝 ]

SI3 東西ベルト

SI3 南北ベルト

SI3

1　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土少量･炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) 粘土

　 炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

3　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 炭化物多量を含み、黒色 (10YR2/1) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

4　黒褐色 (10YR3/1) シルト

　 焼土粒極微量を含む　締まりゆるい

5　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物極微量を含む　良く締まる

6　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土極微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

7　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土･炭化物少量を含む　良く締まる

8　灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR6/2) 粘土が斑に混じる　良く締まる　[ 住居内周溝 ]

SX2

9　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に多量混じる

10　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 炭化物少量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

11　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 焼土少量･炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

12　黒色 (10YR2/1) 粘土

　 炭化物極微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる
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910

11

12

1

1

2
3

4 5

1 234
5 6

7 8

9

10
11

1
サ

ブ
ト

レ
ン

チSX2

2
3

4
5

6
7

8

SI2

第３次調査１区

SI3

SI3_SK3（炉）

SI3_SK2

SI3_SK1

SK23

SX1

SX2

SX2_SK2

SX2_SK1

SX2_SK3

         外
      周
   西
壁

外周北壁

外周北壁

363.8ⅿ

363.8ⅿ

364.0ⅿ

364.0ⅿ

363.8ⅿ

C

遺物

C’

D D’

G’

G

A’
A

C’
C

D
’

D

B’B

F’

F

B’B

A’
A

E

E’

E E’

H’

H

21

20

16

遺物（21）

18

14



－ 22－

0 1:50 2ⅿ

（平面配置図、SX1・2壁断面図）

第10図　SI3、SX1・2（２）

SX2（外周西壁）

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に多量混じる　良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土　焼土少量･炭化物微量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に、層上部に黒褐色 (10YR3/1) シルト質粘土が混じる　良く締まる

3　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　炭化物少量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

4　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土　焼土･炭化物微量を含む　良く締まる

SX2_SK1

5　黒褐色 (10YR3/2) 粘土　炭化物微量を含む　良く締まる

6　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　にぶい黄褐色 (10YR5/3) シルト質粘土がブロック状に混じる　良く締まる

SX2_SK3

7　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土　にぶい黄褐色 (10YR5/3) シルト質粘土が斑に混じる　良く締まる

SX1（外周北壁）

1　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 炭化物少量・焼土極微量を含む　良く締まる

SX2_SK2 エレベーション図
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0 1:50 2ⅿ

（平面配置図、ベルト断面図、エレベーション図）

第11図　SI4

SI4 南北 ベルト

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　焼土･炭化物少量を含み、褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

2　にぶい黄褐色 (10YR4/3) シルト質粘土　焼土少量･炭化物極微量を含み、にぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

3　黒褐色 (10YR2/3) 粘土　焼土微量を含む　良く締まる

4　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土　焼土少量･炭化物極微量を含み、にぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる

5　黒色 (10YR2/1) 粘土　炭化物微量を含み、にぶい黄橙色 (10YR7/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる
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1：300 1ⅿ

第12図　SK1～6・12～14

SK1

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物極微量･白色極粗粒砂微量を含み、

　 褐色 (10YR4/4) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SK2

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物極々微量･白色極粗粒砂極微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 白色極粗粒砂微量を含み、

　 褐色 (10YR4/4) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

3　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土　良く締まる

SK3

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物･白色極粗粒砂を微量含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

2　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土　良く締まる

3　2 層と同じ

4　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) シルトが斑に混じる

　 良く締まる

SK4

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物極微量･白色粗粒砂微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

SK5

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 炭化物極々微量･白色極粗粒砂微量を含む

　 良く締まる

SK6

1　暗褐色 (10YR3/4) シルト質粘土

　 白色極粗粒砂微量を含む　良く締まる

SK12

1　黒褐色 (10YR3/2) 粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR7/3) シルトがブロック状に混じる　良く締まる

2　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含む　良く締まる

3　2 層と同じ

4　黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) シルトがブロック状に混じる　良く締まる

SK13

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物極々微量を含み、暗褐色 (10YR3/4) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/4) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) シルト質粘土が斑に混じる　良く締まる

SK14

1　黒褐色 (10YR3/2) 粘土

　 炭化物極々微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/3) シルトがブロック状に混じる 良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/4) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) シルト質粘土がブロック状に混じる　良く締まる

3　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含み、黒褐色 (10YR2/2) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる
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1：300 1ⅿ

第13図　SK15～19･21・23・24、SP4

SK15

1　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

2　褐色 (10YR4/4) シルト質粘土

　 黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SK16

1　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含む　良く締まる

2　褐色 (10YR4/4) シルト質粘土

　 暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土が斑に混じる

　 良く締まる

3　2層と同じ

SP4

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR7/3) シルトがブロック状に混じる　良く締まる

SK17

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含み、褐色 (10YR2/2) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SK18

1　黒褐色 (10YR3/1) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含む　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/3) 粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

Ⅴa 層

SK19

1　黒褐色 (10YR3/1) シルト質粘土

　 浅黄橙色 (10YR8/3) 粘土がブロック状に混じる

　 良く締まる

2　灰黄褐色 (10YR6/2) シルト質粘土　良く締まる

3　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR6/4) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SK21

1　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 焼土極微量を含む　良く締まる

2　にぶい黄褐色 (10YR4/3) シルト質粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR6/4) シルト質粘土が斑に混じる　良く締まる

3　暗褐色 (10YR3/4) シルト質粘土

　 焼土少量を含み、褐灰色 (10YR5/1) シルトが

　 ブロック状に混じる　良く締まる

4　黒褐色 (10YR2/2) 粘土

　 焼土･炭化物微量を含む　良く締まる

5　黒褐色 (10YR2/2) 粘土

　 炭化物少量を含み、にぶい黄橙色 (10YR6/4) シルト質粘土が

　 斑に混じる　良く締まる

撹乱

Ⅵ層

SK24

1　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 焼土微量を含む　良く締まる

2　黄褐色 (10YR5/6) シルト質粘土

　 黒褐色 (10YR3/1) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる

SK23

1　黒褐色 (10YR3/1) 粘土

　 褐色 (10YR4/6) 粘土･にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルト質粘土がブロック状に混じる

　 非常に良く締まる

2　黒褐色 (10YR3/1) シルト質粘土

　 炭化物極微量を含み、暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土が斑に混じる　良く締まる

3　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土　良く締まる

4　暗褐色 (10YR3/3) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/6) シルト質粘土が斑に混じる　締まりゆるい

5　黒褐色 (10YR3/1) 粘土

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルト質粘土がブロック状に混じる　良く締まる
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1：300 1ⅿ

第14図　SP1～3・５～9

SP1

1　黒褐色 (10YR2/3) 粘土

　 炭化物極々微量･白色極粗粒砂微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

SP2

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 白色極粗粒砂を少量含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

SP3

1　黒褐色 (10YR2/3) シルト質粘土

　 炭化物極々微量･白色粗粒砂微量を含み、

　 にぶい黄橙色 (10YR7/4) シルトがブロック状に混じる

　 良く締まる

SP5

1　黒褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 炭化物極微量･焼土微量を含み、

　 灰白色 (10YR7/1) 粘土がブロック状に混じる

　 良く締まる

SP6

1　黒褐色 (2.5Y3/1) 粘土

　 炭化物極微量を含み、

　 暗褐色 (10YR3/3) 粘土が斑に混じる　良く締まる

SP7

1　黒褐色 (7.5YR3/1) シルト質粘土

　 炭化物微量を含み、

　 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘土が斑に混じる

　 良く締まる

SP8

1　褐灰色 (10YR4/1) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土がブロック状に混じる　良く締まる
SP9

1　暗褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 炭化物微量を含む　良く締まる

2　暗褐色 (10YR3/2) シルト質粘土

　 褐色 (10YR4/4) 粘土が斑に混じる　良く締まる
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/6

粗
砂

粒
、

白
色

粒
、

雲
母

良
好

一
部

黒
色

化
（

煤
付

着
か

）
古

墳
前

期

23
16

10
SI

4
土

師
器

甕
(1

4.
8)

〈
3.

1〉
口

縁
部

横
ハ

ケ
メ

縦
ハ

ケ
メ

黒
褐

7.
5Y

R3
/2

に
ぶ

い
赤

褐
5Y

R5
/4

粗
砂

粒
、

白
色

粒
良

好
輪

積
痕

古
墳

前
期

4C
中

葉
か

24
16

10
SI

4
土

師
器

壺
〈

2.
6〉

口
縁

小
ナ

デ
縦

ハ
ケ

後
横

ハ
ケ

明
赤

褐
5Y

R3
/2

に
ぶ

い
赤

褐
2.

5Y
R5

/3
粗

砂
粒

、
白

色
粒

、
雲

母
良

好
縦

ハ
ケ

に
比

べ
横

ハ
ケ

は
目

が
細

か
く

長
い

円
運

動
、

遺
物

片
の

大
き

さ
に

対
し

重
い

(胎
土

密
度

極
め

て
高

い
)

古
墳

前
期

4C
中

葉
か

25
16

10
SI

4
土

師
器

高
坏

(2
1.

0)
〈

3.
5〉

脚
部

ナ
デ

ミ
ガ

キ
橙 7.

5Y
R7

/6
橙 7.

5Y
R7

/6
粗

砂
粒

、
白

色
粒

良
好

摩
滅

顕
著

古
墳

前
期

26
16

10
SI

4
土

師
器

手
捏

土
器

9.
2

4.
1

5.
7

横
ハ

ケ
メ

ハ
ケ

後
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

に
ぶ

い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

7.
5Y

R7
/4

粗
砂

粒
、

白
色

粒
、

雲
母

良
好

埦
形

、
高

台
外

面
の

一
部

で
黒

色
化

顕
著

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
は

滑
ら

か
で

ミ
ガ

キ
に

近
い

  内
面

剥
離

顕
著

古
墳

前
期

27
16

10
SI

4
縄

文
土

器
深

鉢
(8

.0
)

〈
7.

7〉
体

部
～

底
部

ナ
デ

赤
褐

2.
5Y

R4
/6

赤
褐

2.
5Y

R4
/6

粗
砂

粒
、

白
色

粒
良

好
地

文
縄

文
（

単
節

）
縄

文
中

期
中

葉

28
16

10
SX

1
土

師
器

高
坏

(1
1.

0)
〈

3.
0〉

口
縁

1/
4

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
ガ

キ
橙 5Y

R7
/6

橙 5Y
R7

/6
石

英
、

赤
色

粒
良

好
古

墳
前

期

29
16

10
SX

1
土

師
器

手
捏

土
器

(7
.2

)
(4

.0
)

4.
9

口
縁

～
底

部
小

ナ
デ

・
指

頭
痕

ナ
デ

・
指

頭
痕

灰
黄

褐
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

10
YR

6/
2

長
石

、
白

・
赤

色
粒

、
雲

母
良

好
埦

か
鉢

型
古

墳
前

期

30
17

10
SX

2
土

師
器

台
付

甕
(Ｓ

字
状

口
縁

)
(1

6.
0)

〈
1.

9〉
口

縁
小

ナ
デ

ハ
ケ

・
ナ

デ
橙 7.

5Y
R7

/6
橙 5Y

R6
/8

長
石

、
石

英
、

白
・

赤
色

粒
雲

母
良

好
古

墳
前

期

胎
土

含
有

物
焼

成
備

考
推

定
年

代
胎

土
色

調
報

告
番

号
挿

図
写

真
図

版
出

土
地

点
種

別
器

形
法

量
(c

m
)

部
位

整
形

・
調

整
技

法
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第
３
表
　
遺
物
観
察
表
２
（
土
師
器
・
縄
文
土
器
）
２

＊
法
量
（
　
）
は
復
元
実
測
値
、
〈
　
〉
は
残
存
値
で
あ
る
。

A
B

C
内
面
（
裏
面
）

外
面
（
表
面
）

底
部

内
面

外
面

31
17

10
SX
2

土
師
器

甕
(1
9.
6)

〈
7.
1〉

口
縁
小
～
体
部
小
ハ
ケ
・
ナ
デ

ハ
ケ
・
ナ
デ

橙 2.
5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

長
石
、
石
英
、
白
色
粒
、
雲
母

良
好

外
面
摩
滅
顕
著

古
墳
前
期

4C
中
～
5C
前

32
17

10
SX
2

土
師
器

甕
(1
9.
0)

〈
3.
0〉

口
縁
小

横
ハ
ケ

縦
ハ
ケ
・
ヘ
ラ
ナ

デ
・
輪
積
痕

橙 5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

長
石
、
石
英
、
白
・
赤
色
粒

雲
母

良
好

古
墳
前
期

4C
中
葉

33
17

10
SX
2

土
師
器

甕
か

(1
9.
4)

〈
3.
5〉

口
縁
小

横
ハ
ケ

縦
ハ
ケ
・
ヘ
ラ
ナ

デ
に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R7
/4

白
・
赤
色
粒
、
雲
母

良
好

古
墳
前
期

34
17

10
SX
2

土
師
器

甕
〈
4.
3〉

体
部
小

輪
積
痕
・
指
頭
痕

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R7
/4

橙 7.
5Y
R6
/6

白
・
赤
色
粒
、
雲
母

良
好

35
17

10
SX
2

土
師
器

台
付
甕

(Ｓ
字
状
口
縁
)

〈
2.
9〉

脚
部
（
接
合
部
）
ナ
デ

ナ
ナ
メ
ハ
ケ

明
褐

7.
5Y
R5
/6

明
褐

7.
5Y
R5
/6

白
色
粒
、
雲
母

良
好

内
面
の
黒
変
顕
著

古
墳
前
期

36
17

10
SX
2

土
師
器

台
付
甕

(Ｓ
字
状
口
縁
)

(9
.0
)

〈
4.
1〉

脚
部
1/
4

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

5Y
R6
/4

に
ぶ
い
赤
褐

5Y
R5
/4

白
色
粒
、
雲
母

良
好

37
17

10
SX
2

土
師
器

壺
(1
6.
8)

〈
6.
5〉

口
縁
～
体
部

ヘ
ラ
ナ
デ

指
頭
痕
・
輪
積
痕

ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

橙 5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

粗
砂
粒
、
白
・
赤
色
粒
、
雲
母

良
好

ハ
ケ
２
種
の
使
い
分
け

外
面
頸
部
よ
り
上
を
ハ
ケ
中
・
体
部
は
ハ
ケ
大

古
墳
前
期

4C
中
～
5C
前

38
17

11
SX
2

土
師
器

壺
(4
.6
)

〈
2.
4〉

底
部
1/
2

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R7
/4

白
・
赤
色
粒
、
雲
母

良
好

古
墳
前
期

39
17

11
SX
2

土
師
器

高
坏

(2
1.
0)

〈
5.
3〉

口
縁
部
～
体
部

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
後
ヘ
ラ
ナ
デ

明
赤
褐

2.
5Y
R5
/6

明
赤
褐

2.
5Y
R5
/6

細
砂
粒
、
白
・
赤
色
粒

良
好

摩
滅
顕
著

古
墳
前
期

4C
中
葉
か

40
17

11
SX
2

土
師
器

高
坏

(1
0.
0)

〈
3.
0〉

口
縁
1/
8

ナ
デ

ナ
デ

橙 5Y
R6
/8

橙 5Y
R6
/8

白
色
粒

良
好

摩
滅
顕
著

42
18

11
SK
3

土
師
器

甕
(1
1.
8)

〈
4.
9〉

口
縁
部

横
ハ
ケ
後
ナ
デ

縦
ハ
ケ
後
横
ハ
ケ

橙 5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

粗
砂
粒
、
白
・
赤
色
粒

良
好

口
縁
部
に
櫛
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
（
刻
目
）

ハ
ケ
３
種
（
外
面
上
部
小
・
外
面
体
部
中
、
内
面
大
）

古
墳
前
期

4C
中
～
5C
前
か

43
18

11
SK
21

土
師
器

甕
か

〈
2.
5〉

口
縁
部
小

ハ
ケ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐

5Y
R3
/2

明
赤
褐

5Y
R3
/2

粗
砂
粒
、
白
色
粒
、
雲
母

良
好

44
18

11
SK
21

土
師
器

高
坏

〈
2.
8〉

脚
部

ナ
デ

ミ
ガ
キ

橙 7.
5Y
R6
/6

橙 7.
5Y
R6
/6

粗
砂
粒
、
白
色
粒
、
雲
母

良
好

透
孔
一
ヶ
所
残
存
　
外
面
赤
色
塗
彩
痕

古
墳
前
期

45
18

11
SK
24

土
師
器

壺
(2
3.
6)

〈
3.
5〉

口
縁
部

布
目
・
ナ
デ

ミ
ガ
キ

橙 5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

粗
砂
粒
、
白
・
赤
色
粒
、
雲
母

良
好

46
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

壺
(1
5.
6)

〈
3.
6〉

口
縁

ナ
デ

ナ
デ

明
赤
褐

5Y
R5
/6

明
赤
褐

5Y
R5
/6

細
砂
粒
、
白
・
赤
色
粒

良
好

折
返
し
口
縁
　
摩
滅
顕
著

古
墳
前
期

4C
中
葉
か

47
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

壺
(1
3.
0)

〈
1.
3〉

口
縁
小

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

橙 5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

白
・
赤
色
粒

良
好

有
段
口
縁

口
縁
部
に
櫛
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
（
刻
目
）

古
墳
前
期

4C
中
葉

48
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

壺
(8
.8
)

〈
4.
5〉

底
部

ハ
ケ
後
一
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
赤
褐

2.
5Y
R4
/6

に
ぶ
い
赤
褐

2.
5Y
R4
/6

粗
砂
粒
、
白
色
粒
、
雲
母

良
好

古
墳
前
期

49
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

高
坏

(7
.0
)

〈
1.
9〉

口
縁
小

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

橙 7.
5Y
R7
/6

橙 7.
5Y
R7
/6

白
・
赤
色
粒

良
好

古
墳
中
期
初
頭

5C
前
～
中
か

50
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

高
坏

〈
2.
0〉

脚
部
小

ハ
ケ

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R7
/4

橙 2.
5Y
R6
/6

白
・
赤
色
粒
、
雲
母

良
好

穿
孔
あ
り
　
外
面
赤
色
塗
彩

古
墳
前
期

4C
中
葉
か

51
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

高
坏

(8
.6
)

〈
3.
2〉

脚
部
小

指
頭
痕

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

橙 5Y
R6
/6

橙 5Y
R6
/6

白
色
粒

良
好

摩
滅
顕
著

古
墳
前
期

52
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

土
師
器

高
坏

〈
2.
0〉

脚
部
小

横
ハ
ケ

ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

赤 10
R5
/6

に
ぶ
い
橙

7.
5Y
R6
/4

白
色
粒
、
雲
母

良
好

外
面
赤
色
塗
彩
痕

53
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

縄
文
土
器

深
鉢

〈
3.
5〉

口
縁
小

明
赤
褐

5Y
R5
/6

に
ぶ
い
赤
褐

5Y
R4
/4

白
色
粒
、
雲
母

良
好

地
文
条
線
文
　
横
位
沈
線
　
横
位
波
状
沈
線

縄
文
中
期
中
葉

勝
坂
（
藤
内
Ⅰ
）

54
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

縄
文
土
器

深
鉢

〈
4.
2〉

体
部

ナ
デ

明
赤
褐

5Y
R5
/6

明
赤
褐

5Y
R5
/6

粗
砂
粒
、
白
色
粒
、
雲
母

良
好

沈
線
に
よ
る
三
角
区
画
線
か

縄
文
中
期
初
頭

五
領
ヶ
台
Ⅰ

55
18

11
遺
構
外

(遺
物
包
含
層
)

縄
文
土
器

深
鉢

〈
2.
6〉

体
部
小

赤
褐

5Y
R4
/6

明
赤
褐

5Y
R5
/8

白
色
粒
、
雲
母

良
好

地
文
条
線
文

縄
文
中
期
初
頭

五
領
ヶ
台

胎
土
色
調

報
告

番
号

挿
図

写
真

図
版

出
土
地
点

種
別

器
形

法
量
(c
m
)

部
位

整
形
・
調
整
技
法

胎
土
含
有
物

焼
成

備
考

推
定
年
代

第
４
表
　
遺
物
観
察
表
３
（
石
器
）

＊
法
量
（
　
）
は
復
元
実
測
値
、
〈
　
〉
は
残
存
値
で
あ
る
。

A
B

C

41
17

11
SX
2

石
製
品

砥
石

17
.4

10
.7

5.
2

1,
41
8

磨
り
方
向
は
砥
石
長
軸
を
主
と
す
る

分
類
２

法
量
(c
m
)

重
量
(g
)

特
徴
・
備
考

報
告

番
号

挿
図

写
真

図
版

出
土
地
点

分
類
１
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第５章　総括
今回の調査で検出した遺構は、すべて古墳時代前期後半に属するものであった。このうちの竪穴住居に関

していくつか取り上げる。

第１節　ＳＸ１の性格について

遺構ＳＸ１は検出規模が狭小であり直線的な遺構プランから当初は溝を想定するも、重複する第３次調査

１区に報告が無いため第４章においては性格不明遺構のままとした。しかし、いくつかの特徴からある可能

性が考えられる。

本遺構は、第３次調査一区重複部においては地山まで削平され完全に消失していたが、当時の西側調査区

外に該当する位置にて、明確な立ち上がりを検出し、少なくとも遺構西端においては皿形の断面形状をして

いることを確認した。また、狭小でありながらも埋土から高坏坏部や完形に近い手捏ね土器、壺の小片が出

土している。遺構底部はＳＩ１やＳＸ２と同程度の硬化度合いを見せるため、人為的にたたき締められた床

面と言って良いかもしれない。遺構確認面から遺構底部（床面）までは深さ 12㎝とやや浅いが、検出状況

などからＮ－ 30 －゚Ｗを主軸とする竪穴住居である可能性が考えられ、時期的にはＳＩ４に後続することが

想定される。

第４章第３節の冒頭で述べたサブトレンチ状の掘削痕から、当時においても一旦は遺構プランとして平面

上で把握したものと思われる。しかしながら、ＳＩ４（＝１号住居址：第３次調査１区）のような貼床状の

明確な硬化面を持たない遺構底部や浅い遺構深度、包含層と同質（やや黒色化）の土壌に埋没していること

などから、サブトレンチにより堆積状況を確認しつつも、窪地のような自然地形と判断されたのではないだ

ろうか。

ＳＸ１が竪穴住居であったとした場合、本調査による検出規模は恐らく３％にも満たないことから、第４

章の事実記載では竪穴住居と明記することは避け「性格不明遺構」のまま報告したが、ここにＳＸ１の持つ

可能性の一つとして提示し、同事業地内で三度目となる発掘調査が今後実施された際には、その性格が解明

されることを期待する。

第２節　検出した竪穴住居についての各所見（第 19～ 21図、第５表）

ＳＩ１は、著しい撹乱の影響や検出位置の不運が重なり、たたき締められた床面と焼土溜まりを確認する

も、検出は全体の極一部のため炉や貯蔵穴といった施設を検出するに至らなかったが、Ｎ－ 21 －゚Ｅを主軸

とする方形であることを把握することができた。出土したＤ類のＳ字甕から、遺構時期は４世紀後葉から５

世紀前葉であろうか。

ＳＩ２は、Ｎ－ 24 －゚Ｗを主軸とする隅丸方形または長方形で、北側に舌状の突出部を有し、床は粗粒砂

を混ぜた粘質土を強固にたたき締めた貼床状である。住居内からは土坑２基と小穴１基を検出し、住居中央

やや北寄りに位置する土坑ＳＩ２_ＳＫ１は床面を掘り窪めた地床炉である。また、北寄り（舌状の突出部

の根本）に位置するＳＩ２_ＳＫ２は貯蔵穴的な性格を有する可能性がある。小穴は検出位置から柱穴であ

ろう。本遺構からはＢ類のＳ字甕や直口壺・折り返し口縁壺が出土していることから、遺構時期は４世紀中

葉と推定しており、今回の調査で検出した遺構で最も先行するものの一つであると考えている。舌状突出部

は完掘後の平面形状や位置からカマドに似るも、焼土・炭化物の明確な溜まりは認められず、遺物から推定

できる遺構時期も県内でのカマド発生以前である。第３次調査で確認された１号住居址（本調査検出のＳＩ

４）においても同様の突出部が見られるため住居施設の一部と考えたいが、性格の解明には至らなかった。

ＳＩ３は、Ｎ－ 29 －゚Ｗを主軸とする隅丸方形で、床は粗粒砂を混ぜた粘質土を強固にたたき締めた貼床

状である。住居内からは周溝と土坑３基を検出した。住居中央やや北寄りに位置する土坑ＳＩ 3_ ＳＫ 3は
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床面を浅く掘り窪めたもので、焼土・炭化物が集中することや、位置関係から地床炉と言える。ＳＩ 3_ Ｓ

Ｋ 2は長軸 51㎝短軸 33㎝の平面楕円形で、断面逆台形の深さ 43㎝を測り、炉の脇に位置することから貯

蔵穴と考えて良いであろう。住居東壁沿いに位置するＳＩ 3_ ＳＫ１も貯蔵穴と考えたい。また、住居南壁

中央付近に位置する小穴を伴う窪みは、梯子ないし階段状の昇降器具を用いた住居の出入口部と考えられ、

第２次調査でも同様の小穴が確認された事例がある。Ｄ類のＳ字甕や３種のハケ調整が認められる甕、器台

などが出土していることから、遺構時期は４世紀後葉から５世紀前葉と推定している。

ＳＩ４は、Ｎ－ 32 －゚Ｗを主軸とする隅丸長方形で、ＳＩ２と同様な舌状突出部を北側に有し、床は粗粒

砂を混ぜた粘質土を強固にたたき締めた貼床状である。また、住居内南西コーナーを中心に「Ｌ」字をした

周溝状の窪みが認められた。床面からは土坑６基を検出しており、第３次調査検出遺構の延伸部に当たる土

坑ＳⅠ４_ＳＫ１は、床面を掘り窪めた地床炉で住居中央やや北寄りに位置する。枕石と考えられる 25.1㎝

×15.2㎝×7.3㎝の石が炉の最深部に立位で埋没しており、住居廃絶時の祭祀行為として枕石を起立させた

可能性がある。住居中央西寄りに位置するＳⅠ４_ＳＫ５や、住居南寄りに位置するＳⅠ４_ＳＫ２～４は

貯蔵穴と考えられるが、ＳⅠ４_ＳＫ６は小さく浅いため性格は不明。特に南寄りの貯蔵穴の位置関係から、

住居入口はＳⅠ４_ＳＫ２とＳⅠ４_ＳＫ６の間に位置していたと推定している。今回の調査で出土した甕

や高坏、第３次調査の成果などから、遺構時期は４世紀中葉と考えられる。

ＳＸ２は、検出は住居隅部分の一部に過ぎないが、Ｎ－ 33 －゚Ｗを主軸とする隅丸方形で、床はやや硬化

している。住居内から検出した３基の土坑は貯蔵穴と考えられ、特に住居南寄りに位置する土坑ＳＸ 2_ Ｓ

Ｋ２は他の住居内土坑より遺物量が多く、唯一石器が出土した遺構である。他の住居に比して、床面の硬化

度合いが低いため、使用期間が短い可能性がある。遺構時期は、２種のハケ調整が認められる甕や高坏、Ｓ

Ｉ３との重複関係などから、４世紀中葉から後葉を考えている。検出した住居のうち、比較的早い段階のも

のであるため、硬化度合い低い床面は、あるいは構築技術が未熟な段階にあったとも受け取れるが、縄文時

代より人の生活が認められる本地域では考えにくく、時期的に先行するＳＩ２に施された砂を混ぜた粘土に

よる強固な床面と矛盾する。これら竪穴住居の所見をまとめたのが第５表である。

第３節　過去の調査記録の方位を参照する際の課題（第 19図、第６表）

本調査における竪穴住居の検出数は５基、第１節のようにＳＸ１を仮に竪穴住居するならば６基となる。

総じて南北方向を主軸としつつも真北を向くことはなく東西に 20°以上振れているため、主軸の振れる方位

で大きく２のグループに分けて良いかもしれない。主軸が東に振れるものをグループＡ、西に振れるものを

グループＢとして分けると、グループＡにはＳＩ１の１基が、グループＢにはＳＩ２～４、ＳＸ１・２の５

基が属し、グループＢが割合にして 83％を占めた。では、これまでに西田遺跡で実施された調査で確認さ

れた竪穴住居ではどうだろうか。

昭和 52年実施の第１次調査で検出された古墳時代前期の竪穴住居は７基である。このうちグループＡに

は３基、グループＢには３基が属するが、１基は耕作に伴い著しい撹乱受けるため主軸は不明である。昭和

53年実施の第２次調査で検出された古墳時代前期の竪穴住居 54基である。このうちグループＡには８基、

グループＢには 46基がそれぞれ属する。平成３年に本調査と同事業地内で実施された第３次調査で検出さ

れた古墳時代前期の竪穴旧居は４基であり。このうちグループＡには１基、グループＢには２基が属する。

残る１基はＳＩ４の延伸部である。

集計すると、主軸の計測が可能な古墳時代前期の竪穴住居の総数は 69 基で、グループＡには 13 基が、

第５表　竪穴住居観察表 ＊〈　〉は検出部の計測最大値である。

床面 炉 貯蔵穴 柱穴 その他
ＳＩ１ Ｎ－21ﾟ－Ｅ 方形か 10% 〈1.12〉 〈2.02〉 21 やや硬化 - - - - ４c後葉～５c前葉
ＳＩ２ Ｎ－24ﾟ－Ｗ 隅丸方形か 40% 4.81 〈2.34〉 28 貼床状硬化面 1 1 1 舌状突出部 ４c中葉
ＳＩ３ Ｎ－29ﾟ－Ｗ 隅丸方形 97% 4.29 4.27 19 貼床状硬化面 1 2 - 周溝・昇降口 ４c後葉～５c前葉
ＳＩ４ Ｎ－32ﾟ－Ｗ 隅丸長方形 98% 5.01 4.59 22 貼床状硬化面 1 5 - 周溝・舌状突出部 ４c中葉
ＳＸ１ Ｎ－30ﾟ－Ｗ 不明 3% 〈1.51〉 〈0.48〉 12 やや硬化 - - - - ４c中葉～後葉か
ＳＸ２ Ｎ－33ﾟ－Ｗ 隅丸方形か 20% 〈1.81〉 〈2.73〉 53 やや硬化 - 3 - - ４c中葉～後葉

遺構名 主軸方位 平面形状 年代住居施設交差軸 (ⅿ)主軸 (ⅿ)検出規模 深さ (㎝)
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　　　　　　　　　第19図　第１～３次・本次調査区配置図

第６表
　竪穴住居の主軸方位一覧

SI1

SI2

SI3

SX1

SX2

SI4

SK1

SK2 SK3

SK4

SK5

SK6

SK7
SK8

SK9
SK10

SK11

SK12
SK13

SK14

SK15
SK16

SK17
SK18

SK19

SK21

SK23

SK24

SP1
SP2

SP3

SP4

SP5

SP6

SP7

SP8SP9

グループＡ グループＢ
1次 ２住 Ｎ－10ﾟ－W
1次 ３住 Ｎ－43ﾟ－W
1次 ４住 Ｎ－９ﾟ－Ｅ
1次 ６住 Ｎ－25ﾟ－W
1次 ７住 Ｎ－23ﾟ－Ｅ
1次 ８住 Ｎ－23ﾟ－Ｅ
1次 ９住
２次 １住 Ｎ－４ﾟ－W
２次 ２住 Ｎ－11ﾟ－Ｅ
２次 ３住 Ｎ－28ﾟ－W
２次 ４住 Ｎ－35ﾟ－Ｅ
２次 ５住 Ｎ－40ﾟ－W
２次 ６住 Ｎ－38ﾟ－W
２次 ７住 Ｎ－37ﾟ－W
２次 ８住 Ｎ－５ﾟ－W
２次 ９住 Ｎ－42ﾟ－Ｅ
２次 10住 Ｎ－10ﾟ－W
２次 11住 Ｎ－13ﾟ－W
２次 12住 Ｎ－５ﾟ－Ｅ
２次 13住 Ｎ－34ﾟ－W
２次 14住 Ｎ－31ﾟ－W
２次 15住 Ｎ－４ﾟ－Ｅ
２次 16住 Ｎ－17ﾟ－W
２次 17住 Ｎ－18ﾟ－W
２次 18住 Ｎ－21ﾟ－W
２次 19住 Ｎ－20ﾟ－Ｅ
２次 20住 Ｎ－18ﾟ－W
２次 21住 Ｎ－12ﾟ－W
２次 22住 Ｎ－19ﾟ－W
２次 23住 Ｎ－３ﾟ－Ｅ
２次 24住 Ｎ－16ﾟ－W
２次 25住 Ｎ－21ﾟ－W
２次 26住 Ｎ－21ﾟ－W
２次 27住 Ｎ－23ﾟ－W
２次 28住 Ｎ－15ﾟ－W
２次 29住 Ｎ－11ﾟ－W
２次 30住 Ｎ－21ﾟ－W
２次 31住 Ｎ－22ﾟ－W
２次 32住 Ｎ－24ﾟ－W
２次 33住 Ｎ－37ﾟ－Ｅ
２次 34住 Ｎ－22ﾟ－W
２次 35住 Ｎ－13ﾟ－W
２次 36住 Ｎ－21ﾟ－W
２次 37住 Ｎ－12ﾟ－W
２次 38住 Ｎ－22ﾟ－W
２次 39住 Ｎ－10ﾟ－W
２次 40住 Ｎ－11ﾟ－W
２次 41住 Ｎ－10ﾟ－W
２次 42住 Ｎ－17ﾟ－W
２次 43住 Ｎ－30ﾟ－W
２次 44住 Ｎ－20ﾟ－W
２次 45住 Ｎ－18ﾟ－W
２次 46住 Ｎ－30ﾟ－W
２次 47住 Ｎ－16ﾟ－W
２次 48住 Ｎ－34ﾟ－W
２次 49住 Ｎ－20ﾟ－W
２次 50住 Ｎ－23ﾟ－W
２次 51住 Ｎ－14ﾟ－W
２次 52住 Ｎ－14ﾟ－W
２次 53住 Ｎ－38ﾟ－W
２次 54住 Ｎ－18ﾟ－W
３次 １住 本次SI４参照
３次 ３住 Ｎ－5ﾟ－Ｅ
３次 ４住 Ｎ－40ﾟ－W
３次 ５住 Ｎ－42ﾟ－W
本次 SI１ Ｎ－21ﾟ－Ｅ
本次 SI２ Ｎ－24ﾟ－W
本次 SI３ Ｎ－29ﾟ－W
本次 SI４ Ｎ－32ﾟ－W
本次 SX1 Ｎ－33ﾟ－W
本次 SX2 Ｎ－30ﾟ－W

撹乱顕著につき不明

調査次 遺構名 主軸方位・所属

第２次調査区

第１次調査Ａ区

第１次調査Ｂ区

第１次調査Ｃ区

グループＡ

第３次・本次調査区

塩

山

バ

イ

パ

ス
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グループＢには 56基が属することとなり、80％と圧倒的割合をグループＢが占めることがわかった。平均

値はグループＡがＮ－ 18.3 －゚Ｅ、グループＢはＮ－ 22.1 －゚Ｗで、主軸の振れが 10 ﾟ未満の住居は両グルー

プ合わせても６基と極めて少ない。第１次調査のみＡ・Ｂの割合が等しくなったが、現状では住居形状の違い、

ベッド状遺構や凸堤の有無、貯蔵穴の数、遺構時期等による法則性は残念ながら認められなかった。

これらの過去の住居の主軸方位を集計するにあたり、まず、本調査区と重複する第３次調査１区で確認さ

れた竪穴住居について計測を行ったのだが、ここで一つの問題があった。そもそも本調査での平面図と第３

次調査での平面図では方位と位置にずれが生じていたのである。

本調査は、当時検出された１号住居址の延伸部を確認することも目的の一つであった。そのため、現場調

査では埋め戻された１号住居址を電子平板で計測している。また、事業地範囲や道路（塩山バイパス）につ

いても計測し、過去の図面との統合に活用した。その結果、方位磁針と平板測量により手書き実測されたで

あろう過去の調査図面は、磁北を北と表示していることの確証が得られた。そのため、図面統合の際に電子

平板による計測図と照合し、方位については偏角 6.3°で真北に振り戻し、位置については東へ約 60㎝、南

へ約 40㎝修正している。30年前の図面とはいえ、1,024㎡の事業地内（南北約 46ⅿ、東西約 23ⅿ）でこ

れほどの差異が生じたことは意外であった。また、第１・２次調査の図面についても、磁北から真北へ振り

戻して計測しているが、その際主軸方位が東振れから西振れへ変化したものが２基見られた。これらの差異

は、調査区単体や遺構・遺物の性格、年代を把握するうえではあまり問題とはならないのかもしれないが、

本調査が記録済みの遺構を再確認していることから浮き彫りとなり、数字として表れてしまったものの一つ

である。

このように過去の調査記録の方位を参照する際は、年代による測量手法の変化や、偏角による磁北から真

北への振り戻しの有無を確認する必要性がある。このことを調査員が正しく認識することが、今後の課題と

なる。
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調査区上空より北方の塩ノ山を望む

調査区から南へ約 400ⅿ地点を甲府盆地へ向け流下する重川

調査前風景（鉄塔左の林は熊野神社）　南西から 地名の由来である熊野神社（本殿・拝殿は重要文化財）

写真中央奥の自然堤防状微高地に西田遺跡は展開する　南から

図版１



完掘状況③　南西から

遺構検出状況（破線は第三次調査１区重複部）　北東から

全体完掘状況（オルソモザイク写真）

完掘状況②　北西から

完掘状況①　北東から

完掘状況④　南東から

図版２



SI2 北側舌状突出部の土壌堆積状況　西から

SI3 土壌堆積状況（東西ベルト）　南から

SI2 完掘状況　北東からSI1 完掘状況　南西から

SI2 遺物（８：壺）出土状況　南西から SI3 完掘状況　北から

SI2_SI1（炉）完掘状況　北西から

SI3_SK1 遺物（21：高坏）出土・土壌堆積状況　北から

図版３



SI4 土壌堆積状況　西から

SK2 完掘状況　南から

SI4（第三次調査１区１号住居延伸部）完掘状況　東からSX2（竪穴住居）完掘状況および土壌堆積状況　南東から

SI4 南東端遺物（26：手捏ね土器）出土状況　北西から SK1 完掘状況　南西から

SI4_SK1（炉）完掘状況　南西から

SK3 完掘状況　南から

図版４



SK6 完掘状況　北西から

SK10 完掘状況　西から

SK5 完掘状況　北東からSK4 完掘状況　南西から

SK8 完掘状況　南から SK9 完掘状況　南から

SK7 完掘状況　南から

SK11 完掘状況　西から

図版５



SK14 完掘状況　南西から

SK18 完掘状況　東から

SK13 完掘状況　南西からSK12 完掘状況　南西から

SK16 完掘状況　南から SK17 土壌堆積状況　東から

SK15 完掘状況　南から

SK19 完掘状況　南から

図版６



SK24 完掘状況　東から

SP4 完掘状況　東から

SK23 完掘状況　南東からSK21 完掘状況　東から

SP2 完掘状況　南から SP3 完掘状況　東から

SP1 完掘状況　南から

SP5 完掘状況　東から

図版７



SP8 完掘状況　北から

作業風景　人力による包含層掘削

SP7 完掘状況　西からSP6 土壌堆積状況　南から

SX1 完掘状況　南から 作業風景　重機による表土掘削

SP9 完掘状況　北から

作業風景　電子平板図化システムによる計測

図版８
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報　告　書　抄　録

　甲州市南西端に所在する周知の埋蔵文化財包蔵地である西田遺跡の発掘調査（第４次）である。西田遺跡でこれまでに
実施された調査のうち、特に昭和53年実施の第２次調査では竪穴住居54基を含む古墳時代前期の遺構・遺物群が確認され
ており、その調査成果は山梨県における古墳時代前期の集落内構造を解明するうえで重要な役割を持つ。
　今回の調査地は、西田遺跡の末端に位置するため遺構・遺物の密度は決して高くないが、竪穴住居５基、土坑22基、小
穴９基に合わせ、性格不明遺構１基を検出した。竪穴住居からは地床炉や貯蔵穴、周溝等の施設を確認でき、炉や遺物等
から古墳時代前期の住居といえる。また、性格不明遺構は部分的な検出であったため確証が得られるものではないが、そ
の特徴から竪穴住居の可能性を十分に有するものである。
　土坑・小穴は調査区北西に集中する傾向にあるが、当該エリアは「ロ」字状調査区のうち掘削幅２ⅿ未満と特に狭小な
一辺に位置するため、遺構間の位置関係を平面的に捉えることは適わない。しかし、形状・土層断面の観察から「柱穴」
と性格付けできる遺構が確認できることから、事業地内に掘立柱建物が存在したことは確実といえる。

調査面積

主 な 時 代

古墳時代 竪穴住居・土坑・小穴

主 な 遺 構 主 な 遺 物

土師器・手捏ね土器
石製品・縄文土器

店舗建設

コ ー ド 世 界 測 地 系
調 査 原 因

甲州市文化財調査報告書

第34集

望月健太・入江俊行
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